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1 はじめに ～AC下 の特徴～
本論文の目的は、Constitutional Rights Foundation(CRFlと Close up Foundation(CUP)

の二つの非営禾U団体によって共同開発された “Active Citizenship Today(ACT)"と いう

「サービス・ラーニング (Sewice― Leaming)」 1プログラムの開発原理を明らかにすることにあ

る。                               .
ACTは高校を対象とした二冊 (1994年に刊行)と 中学校を対象とした二冊 (1995年に刊行)
の計四冊より構成される。二冊はそれぞれ、生徒が学習を展開する上で参考にする『フィール

ドガイド』と、教師がその生徒の学習を支援する上で参考にする Fハンドブック』から成る。

(つ まり、高校用『フィールドガイド』『ハンドブック』と中学校用『フィールドガイド』『ハ

ンドブック』の計四冊が ACTのすべてである。2)ACTは「社会科 (Social Studies)」 の中
で「サービス・ラーニング」を実践することを目的として開発された。つまり、ACTに は社会
科プログラムと「サービス・ラーニング」プログラムという二つの顔があることになる。ACT
の最大の特徴は、学習プロセスの中心に「公共政策の研究 (Study of Public Policy)」 (生徒

はある社会的な課題に対する公共政策を批判的に分析し、その分析に基づきながら、生徒なり

の新たな公共政策を立案する)を位置付けていることである。この点より、ACTは社会科プロ

グラムとして先ず説明される。しかし、筆者は、この「公共政策の研究」を通して「政策立案

能力」を育成することは、社会科の専売特許ではないと考えている。つまり、この「政策立案

能力」の育成は社会科と同時に「サービス・ ラーニング」においても重要な目標の一つと位置

付けられるべきなのである。この後で述べるが、今日「サービス・ラーニング」の主流をなす

実践は、援助を必要とする人々 (子ども、老人、障害者、ホームレス等)に生徒が直接援助の

手を差し伸べる「直接的サービス (direct sewice)」 である。しかし、「サービス・ラーニング」

はそのようないわゆる「ボランティア活動」ですべてが言い尽くされるわけではない。生徒自

身の手によって社会的な課題を明らかにし、その課題を分析し、コミュニティの住民の援助を

得ながら最終的に課題解決のために有効な政策を立案・提案する。そのような「市民行動 (c市ic

action)」 に似た活動こそ「サービス・ラーニング」で求める究極的な学習方法でないだろうか。

ファートマン (Carl I.Fertman)ら は、「サービス・ ラーニング」を、実際にコミュニティ
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で展開されるサービス活動の性格より、「直接的サービス (direct sewice)」「間接的サービス

(indirect sewice)」 「市民行動 (civic action)」 という三つのカテゴリーに分類する。3

「直接的サービス」とは「援助を必要とする人々との個人的な接触」を意味する。このタイ

プのサービス活動には、例えば、中学校 (middle scho01)の生徒が小学校 (elemёntary schOol)

で特別な教育を受けている児童に対して「読みの学習 (reading)」 を援助することがある。援

助を必要とする人々と直接接触することができ、またそうすることで直ちに有効感を味わえる

ために、このタイプのサービス活動が「サービス・ラーニング」では最も一般的なものとなっ

ている。

「間接的サービス」には、例えば、「 (福祉団体等のための)資金集め (fund‐raising)」「(ホー

ムレスのための)食料収集 (food collection)」 等がある。つまり、援助を必要とする個人と直

接接触するのではなく、ある課題を解決するのに必要となる物資を集めることを通して、間接

的にサービス活動と関わるのがこのタイプの特徴である。多くの場合、この活動はある団体や

機関を援助することを目的としてなされる。日本で言えば、「赤い羽募金運動」や「ベルマーク

集め」等がこれにあたるものと思われる。

「市民行動」は「民主的な市民的資質 (democratic citizenship)における活動的な参加 (act市e

participatiOn)と いう視点を強調する」。ファートマンらによれば通常このタイプの活動は二つ

の主要な活動場面に分割される。一つ目は選択した課題について「知る場面」、二つ目はその課

題を解決するために「行動する場面」である。二つ目の「行動する場面」には、例えば、生徒

がホームレスの住居を確保するために地方政府と交渉すること、生徒が麻薬・アルコール犯罪

の危険性に対する住民意識を高めるためにキャンペーン運動を展開することがある。

先に述べた通り、ACTは このうち「市民行動」の観点から開発されたプログラムである。ま
た、ACTでは次のような点も考慮している。「ACTは行動を通して市民的資質技能を学ぶ一つ
の方法となる。ACTにおいてあなたが学ぶ技能は、あなたが今日のコミュニティを改善する際
に役立つ技能である。これらの技能はあなたの生活の至る所であなたを援助することになる。

例えば、あなたの未来の教育において、あなたの職業において、そして民主社会における一人

の市民として。」つまり、ACTは「政策立案能力」の育成を通して「市民行動」できる市民を
育成するという市民的資質のための教育の側面だけでなく、様々な学習技能 (調べる技能やま

とめる技能等)を生徒に身に付けさせるという生涯学習の側面も併せ持っているのである。

今日、日本では「総合的な学習の時間」に関する研究が本格化しつつある。その中で、筆者

は「サービス・ ラーニング」を「アメリカ版総合的学習」と捉えている。それは、アメリカに

おける「サービス・ラーニング」が日本の総合的学習を考える上で参考となる視点を提供でき

る、と考えるからである。ACTの ような体系的なプログラムの開発が、今後日本においても必
要となってくるだろう。そのような際に、ACTの理念及び内容が必ずや参考となるはずであ
る。

2 CRFにおける市民参加としての「サービス・ラーニング」という考え方
CRFの理事 (executive director)であるクラーク (TOdd Clark)は 、CRFのスタッフと
ともに、1997年、「市民参カロとしてのサービス・ラーニング(Service Lcarning as Civic Partici‐

pation)」 という論文を発表した。まずこの論文を分析することで、ACT誕生に至る開発者側
の意図を探ってみたい。
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彼らはまず “Times Mirror Center for the People and the Presゞ 'に よるアメリカ市民の分

析を引用する。「アメリカの選挙人は憤っており、自己の利益に関心を集中させ、政治になんら

関心を持っていない。何千にも及ぶアメリカの選挙人へのインタヴューにより次のことが明ら

かとなった。すなわち、彼らは現在のシステムに対して不満を抱いているが、その不満を解消

するために、パブリックな政治的思考を行なうことや他の政治的解決策を進んで提案すること

に対してなんら明確な方向性を見出していない。」4このような傾向に対して、CRFは、「学校が

市民の政治的無関心を中和し、市民の知識を改善し、市民参加を増大させるよう努めなければ

ならない」5と、学校教育の役割を提案する。しかしながら彼らによれば、「公民コース、政治コー

ス、合衆国史コースが市民的資質のための教育 (citizenship education)と して多くの学校カ

リキュラムに共通して存在する」にもかかわらず、それらは「教室における学習をコミュニティ

において市民的技能を活用する場面に結び付けるようなプログラム」6と はなっていないのであ

る。それは今日存在する学校が上記のような役割を果たしていないことを意味する。つまり、

「公民コースや政治コースは市民参加にとって基礎となる知識・技能を提供することができる

にもかかわらず、それらのコースについての感想をコース参加者に尋ねると、興味深くそれら

のコースに参加した、あるいは学校の学習が活動的な市民参加のために役立ったと答えるアメ

リカ市民はほとんど存在しないのである。」7以上のように、今日の学校教育実践を批判的に分析

する中から、ACTは誕生したのである。
CRFは学校教育に対して次のような提案を行なう。「手短かに言えば、もしわれわれが生徒に

効果的な市民として演じることを期待するなら、われわれは市民が取るべきすべてのステップ

を含んだカリキュラムを生徒に提供しなければならない。理想的には、公民科プログラムは生

徒の生活に関連し、社会が直面している現実の課題を取り扱い、市民的資質の技能 (例えば、

批判的思考、問題解決、プレゼンテーション、調査等)の実践を促し、生徒が学習した知識や

技能を応用する場としてコミュニティを利用すべきである。」8「 4 ACTの実際」ではACTの
内容を紹介するが、正にACTの内容は「市民が取るべきすべてのステップ」より構成されてい
る。

CRFでは「一つの解決策としてのサービス (Service as a Solution)」 という考え方をする。
つまりこうである。「コミュニティ・サービスは市民的資質のための教育を促進する。なぜなら、

生徒は教室で獲得した技能をコミュニティで活用することによって市民として成長することが

できるからである。」9実はこのような考え方にCRFが至るには、ACTが完成する以前、つま
り1980年代のプログラム開発に対するCRFの 自己反省があつた。CRFでは「サービス活動が青
年とコミュニティにとって価値があることは明白であるが、それが本質的にあるいは自ずから

市民的資質のための教育を構成するのではない」1° と考える。これは、CRFが、1980年代に開
発・実践した“Youth Leadership for Action(YLFA)"や “Youth Community Service(YCS)"

といった CRFのボランティア・サービス・プログラムが不十分であったことを示している。そ
の辺りをCRFでは「われわれの歴史はボランティア・サービス・プログラムから、効果的な市
民参加にとって本質的である知識・技能・態度の育成を意図してサービスと学習を統合する『市

民参カロ(civic participation)』 プログラムの方向へと徐々に変化を遂げてきた」と捉えている。

ここで「『市民参加』プログラム」と呼んでいるものが、CRFが開発した「サービス・ラーニン
グ」プログラム、すなわちACTの ことに他ならない。さらに、CRFは次のように述べる。「わ
れわれはプロジェクトの開発を生徒に要求することで、社会的な課題の背後を研究することへ
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と生徒を追い込む。スープキッチン (sOup kitchen)で作業する生徒はなぜ人々がホームレス

になったのかを考えることを始め、落書きをペンキで塗り消している生徒はコミュニティヘの

落書きの影響を探求することを始め、『(視覚障害者を対象とした)ビーッという音の野球 (beep

baseba11)』 をプレイする生徒は障害者に関連した政策を調査することを始め、植物を育てる生

徒は様々なコミュニティ機関がどのように環境問題を取り扱っているかを検討することを始め

た。」H「サービス・ラーニング」はコミュニティにおいて生徒が「行動する」だけで成立する

のではない。その活動に至る過程で、あるいは活動を進める過程で、生徒が取り上げた課題に

対して「知ること」もまた重要な視点なのである。

CRFは 1990年代に入り、三つの「サービス・ラーニング」プログラムを開発している。一つ

は本研究で取り上げているACTである。それは社会科カリキュラムとして開発された。残りの
二つは“City Youth(CY)"と “Youth Task Force(YTF)"で ある。前者は、社会科、国語、

理科、数学の学際的なカリキュラムとして開発されており、後者は教科外のカリキュラム (例

えば、クラブ活動等)と して開発されている。それぞれプログラム毎に特徴があるのだが、CRF
では次の四点わたってそれら二つのプログラムに共通点があると考えている。

第一に「技能の確立 (skill building)」 である:12cRFが開発したプログラムでは、市民的資

質に必要不可欠な技能の発達に重きを置いている。第二に「相互作用的学習方略 (interact市 e

leaming strategies)」 である。13これは、生徒が知識・技能を獲得し、態度を形成する過程で、

生徒間の交流を大切にしているということである。このタイプの学習方略には討論、シミュレー

ション、ロールプレイ等がある。第三に「コミュニティの資源の利用 (use of community

resources)」 である。14これは図書館や博物館といったコミュニティの施設を利用することだけ

でなく、生徒がコミュニティの機関・団体でボランティア活動をすることも意味する。そして、

第四に「政策への焦点化 (policy focus)」 である。15後述するように、ACTでは特にこの第四
の視点を大切にする。CRFに とって、「個人が効果的な市民となるためには、彼は、社会がある

課題に対処する政策をどのように立案するのかを理解しなければならないし、コミュニティの

課題に対処することを目的とした開発された公共政策を評価する能力を持たなければならな

い」のである。

以上が、CRFが ACT開発に至る経緯であり、CRFに よるACT開発の意図である。

3 AC丁 の理念

(1)AC丁 を支える六つの要素

ACTは、次の六つの要素に支えられている。これら六つの要素を考慮しながら、CRFと CUP
はACTを開発した。②の「公共政策の研究」は、先に述べた通り、ACTの特徴である。しか
し、それを除く他の五つの視点は、すべての「サービス・ラーニング」プログラムに共通する

要素である。それらは日本において「総合的な学習の時間」の単元開発をする際にも役立つ視

点となる。

①学校に基づく「サービス・ラーニング」 (School‐ based SeⅣ ice Learning)

②公共政策の研究 (Study of Public Policy)

③学校とコミュニティのパートナーシップ (Partnerships between Schools and Commu‐

nity)
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④参加型学習 (Participatory Leaming)

⑤認知的リフレクション (COgnit市e Reflection)

⑥もう一つの評価 (Altemat市 e Assessment)

以下、それぞれについて説明する。

「①学校に基づく『サービス・ラーニング』」
16と は、「サービス・ラーニング」を学校カリキュ

ラムに含み込ませる (infuse)こ とを意味する。それはコミュニティにおけるサービス活動 (生

徒の行動 〈student action〉 )を教室における学問的な学習 (学習指導 〈school instrtlction〉 )

と結び付けることを意味する。また、このアプローチは、「近い将来コミュニティのメンバーと

なる生徒が市民的資質 (citizenship)を真に意味あるものとする」ためにも必要不可欠な視点で

ある。生徒は「教科書、クラス討論、クイズ、テストといった伝統的な学習方法の利用からだ

けでなく、経験を振り返ることから(『⑤認知的リフレクション』)、 実生活の経験の中で教科の

内容を利用するだろう (『経験主義教育 〈experiential education〉 』。さもなければ『為すこと

を通して学ぶ くleaming by doing〉』)」。そのためにも、教師は、「生徒がコミュニティ・サー

ビス・プロジェクトヘの参加を通して市民の責任 (citizen responsibility)の 感覚を発達させた」

ということを観察できるように、「生徒の学習や行動を評価するための新しい方法 (『⑥もう一

つの評価』)を発見し、利用する」ことに努めなければならない。

「②公共政策の研究」
17は、ACTと 他の「サービス・ラーニング」プログラムとを分かつ視

点となる。ACTは他のプログラムと同様に「学校やコミュニティに影響を及ぼす現実的な課
題、そしてそれらの課題への対処方法に注目することを生徒に要求する」。しかし、特にACT
では、生徒がその課題に対する解決策を決定する以前に、「まず公共政策の領域でその課題に対

して何がなされているかを検討すること」を大切にする。ACTを通して、「生徒はどのように

公共政策が開発されるのか、その開発過程でどのような人々や組織が関与しているのか、どの

ようにして異なる政策代替案が検討されるのか、さらには、政策の背後にはどのような利益や

目的が存在するのか、等を学習する」。この学習を通して、生徒は「コミュニティにおける政府

の役割を理解するとともに、政府に影響を及ぼす市民としての役割を理解するようになる」の

である。それは「政策の分析を思慮深く行なえる市民こそ民主社会の礎 (comerstone)と なり

える」という考え方に基づいている。

「③学校とコミュニティのパートナーシップ」
18と は、コミュニティにおける生徒の活動が充

実したものとなるよう、「生徒は地方政府との結び付きだけでなく、地方の企業、サービス機関、

メディア、教会、非営利団体、他の地方グループとの結び付きを必要とする」という意味であ

る。様々なグループが「ボランティアの機会、資金、ミーティングの場所、そして情報を提供

することができる」。また同時に、学校とコミュニティのそのような結び付きが、「教室におい

て情報を提供してくれる人々の確保、生徒のプロジェクトを公開すること (publicity)」 をそれ

ぞれ可能にするのである。「しばしば教師は『教室のドアを閉め (close the classroom d6or)』、

教師や生徒を支援する価値ある情報がコミュニティに数多く存在することを忘れてしまう」。

ACTでは次のような提案を教師に行なう。すなわち、「あなたの教室にコミュニティを持ち込
み、あなたの教室をコミュニティに持ち出しなさい」と。そうすることで、生徒は教師の支援

の下、「コミュニケーションする技能やグループを組織する技能を改善することができ、また、

コミュニティの情報提供者と接触し、彼らと積極的に関わることを通して、自尊心 (self‐

esteem)を高めることができる」のである。
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「④参加型学習」19は次のような考え方に基づいている。すなわち、「 (試験を目的とした特定

の教科内容といった)学ぶべき内容 (what to learn)を 学習する代わりに、 (質問、リフレク
ション、経験、行動を通して)学び方 (how to leam)を学習ことにより、生徒は退屈なもの
というよりはエキサイティングなものとして学習を見るようになり、また、学び続ける学習者

(lifelong leamers)と なるよう動機付けられるのである」。ACTで考える「参カロ型学習」の具
体的な方法には、討論、ロールプレイ、シミュレーション、グループ活動、協同的学習 (coopera_

t市e leaming)、 ブレインストーミング等がある。このような学習方法を経験することで、生徒

は教科で学習される情報に対して継続的に関心を示すようになり、情報を我が物とし(own)、

その情報を日々の生活経験で直接的に生かすことができるようになる。また、「参加型学習」に

おける教師の役割は、「指導者 (mentor)、 ガイド、コーチ、支援者 (facilitator)」 である。つ

まり、教師には「講義、ワークシート、他の伝統的な教育方法を通して生徒に『答え (the

answers)』 を要求する代わりに、生徒が独力で答えを発見することを援助する」役割を演じる

ことが要求されるのである。

「⑤認知的リフレクション」20を、ACTでは、「『サービス・ラーニング』の礎 (comerstone)」
と捉えている。この視点の有無により、「サービス・ ラーニング」とコミュニティ・サービス

(community seⅣ ice)が区別される。「サービス0ラーニング」には、「リフレクションのため

の非形式的でボランタリーな時間だけでなく、リフレクションと討論に必要な形式的に組み込

まれた時間と場所が存在する」。これは「サービス・ラーニング」プログラムを開発する際に、

「構造的なリフレクションのために計画された時間 (planned time for structured reflection)」

が大切されることを示している。つまり、「カリキュラムの内容領域とサービス活動とを生徒が

結び付けている過程」で、彼らには継続的なそして意識的なリフレクションが要求される。「⑤

認知的リフレクション」は大きく「集団リフレクション」と「個人リフレクション」に分けら

れる。前者の具体的な方法論には討論やロールプレイ、後者にはジャーナリングやプレゼンテー

ション等が考えられている。

「⑥もう一つの評価」21と は、「選択肢や○×といった伝統的な試験とは異なる評価の技法」

を意味する。今日「もう一つの評価」は教育改革運動の一部をなし、具体的には、「ポートフォ

リオ評価 (portfoliO assessment)」 「真正な評価 (authentic assessment)」「デモンストレーショ

ン (demonstrations)」 として理論化されつつある。「もう一つの評価」を支える思想には、「生

徒に何かを『為すこと』を要求する」「生徒の問題解決技能や高次の思考技能 (high‐ order think‐

ing skills)を発達させる」「『現実世界 (real‐ world)』 への転移が大切にされる」「教師に新し

い学習指導の役割が期待される」「唯―の『正しい (right)』 答えは存在しない」等がある。ま

た、具体的な方法としては、「ジャーナル」「マルチメディア・プレゼンテーション」「口頭のプ

レゼンテーション」「自己評価」「行動評価書 (生徒の行動を接触した人々がチェックシートに

評価すること)」「チェックオフシート (活動計画が予想通りに進められたかどうかを生徒が

チェックすること)」 等がある。

以上六つの要素をプログラムの中に取り入れるながら、ACTは開発された。ACTは極めて
体系的なプログラムであり、意図的な試みなのである。

(2)AC丁 を実行する際の注意事項

また、ACTに は、学習を進めるにあたって、教師が次の九つの点に留意すべきことも併せて
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述べられている。日本では「アメリカの教育実践」について「自由で、すべてを子どもに任せ

ている」という印象をもつ人が多いようである。しかし、実際には次のような様々な点に留意

しながら実践は進められる。特に、子どもの安全や保護者の理解・協力には日本以上に気をつ

かっていることがわかる。事前の準備は非常に大切なのである。

第一に「保険と責任 (insurance and liability)」 22でぁる。ACTでは生徒による様々なサー
ビス活動がコミュニティにおいて展開される。それは生徒が学校外へ出かけることを意味する。

そのような活動には当然危険が伴なう。教師あるいは学校はそのような危険に対して責任を負

う義務がある。事前に危険を回避する努力は当然であるが、予測不可能な事故に対しても予め

対応を考慮しておく必要がある。そのためにも、「学校保険 (school insurance)」 の適用範囲を

再確認し、もし必要ならば他の保険に加入すべきである。また、生徒がサービス活動の中で過

失を侵す可能性もある。その点にも十分注意を払うべきである。

第二に「保護者の許可 (parental permission)」 23でぁる。生徒がボランティアとして様々な

活動に参加する場合には、保護者の許可が必ず必要である。ACTプロジェクトを開始する以前
に、保護者に許可書のサインを要求する。つまり、保護者に生徒の学校外活動に対して許可を

願うべきである。

第二に「保護者の援助 (parental support)」 24でぁる。許可書を送るのと同時に、教師は保

護者や近隣者に対してACTを説明した手紙を送り、場合によっては教師と保護者があるいは
保護者同士が ACTについて議論するミーティングを組織すべきである。また、保護者はACT
プロジェクトにとって重要な資源となる。保護者の中には地方政府や非営利団体で働く者もい

るだろう。加えて、教師は「もう一つの評価」に対する説明を保護者に行なうべきである。多

くの保護者はテストの点数のみで生徒を評価することに慣れている。この機会に教師は保護者

に「サービス・ラーニング」を始めとする新しい教育方法を知ってもらうと良い。「これは積極

的な学校と家庭との関係を建設し、学校に対する保護者の関与と援助を推進させるすばらしい

機会となるだろう」。

第四に「安全の問題 (safety issues)」 25でぁる。ACTのすべてのステップにおいて、生徒の
危険性を最小限にとどめる努力がなされなければならない。もし生徒が危険な場所に出向き、

あるいは危険をともなう活動をするなら、教師は生徒との間でルールや手続きの確認をするべ

きである。通常生徒は教師あるいは保護者の監視下で作業を行なう。あるいは、学校外で作業

する場合には、一組のペアやグループになるべきである。

第五に「移動 (transportation)」 26でぁる。インタビュー、調査、見学をする場合、どのよう

に生徒は学校からその場所へ移動するのか ?ス クールバスの手配はできるか ?保護者は車を出

すことができるか ?教師は校長とともに移動に関して再確認を行なうべきである。

第六に「生徒の準備 (preparation of students)」 27でぁる。生徒に学校外で活動する際の留

意点を確認させる必要がある。コミュニティで活動する際には、生徒は服装や言葉使いに注意

しなければならない。また、老人ホームやホームレス・ シェルターといった、生徒にとって新

しい場所では、特に準備が必要となるだろう。そのような場での生徒の不安を解消するために

も、生徒同士が話し合う機会を、教師は与えるべきである。

第七に「生徒の適応 (student adiustment)」 28でぁる。生徒はすぐにでもプロジェクトを開

始したいと考えるだろう。そのような場合に、生徒は注意深い準備の必要性を感じないかもし

れない。しかしながら、もし適切にリフレクションの時間が導入されるなら、生徒は準備が非
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常に大切であり、結果的に、それが彼らの作業をし易くすることを知るだろう。彼らはリフレ

クションの時間に、たくさん書き。話すことを要求される。それは、他者と競争することの代

わりに、協同して作業することを要求することでもある。また、場合によっては、大人たちと

の交流も要求される。「生徒の準備」が学校外で作業する際のルールやマナーに関する事柄であ

るのに対して、この「生徒の適応」ではプロジェクトそのものに適応することに対応したもの

である。

第八に「資源の最適な利用 (optimal utilization of resources)」 29でぁる。コミュニティの

資源を最大限利用するためにも、教師は可能な限り情報を集めなければならない。地方新聞の

講読予約をすること、また、生徒や保護者に地方新聞の購読を勧めることが教師には必要とさ

れる。また、その他にも、教師は様々なコミュニティの人々と接触を持つことが必要である。

例えば、メディアの記者、地方ビジネス、地方政府機関、非営利団体などと教師は接触しなけ

ればならない。さらに、資源のネットワークを築くためにも、教師は保護者、近隣の住民、友

人と話すことが必要である。

第九に「態度チェック (attitude check)」 30でぁる。教師もそして生徒もオープンマインド、

ユーモアの感覚、発見の感覚を維持することが大切である。ACTはすべての者にとって新しい

経験である。通常新しい経験に適応するためには時間を必要とするだろう。しかし、生徒はそ

の適応の段階も楽しむにちがいない。

これらはすべて事前の準備に関する事柄である。

4 AC下 の実際

(1)AC下 の全体像

ACTの全体像を理解するために、ここでは、ACTが どのような目標観に立ち、どのような
能力を生徒に身に付けさせたいと考えているかを、先ず明らかにする。 (図表 1参照)。 次に、

ACTが実際にどのような学習プロセスを通して進められるのかを明らかにする。ACTの学習
プロセスは大きく五つのステップに分けられる。それは、市民が「市民行動」を起こす際に必

ず辿らなければならないステップである、とACTでは考えられている。この全体像を示した上
で、次の「(2)ACTの 学習プロセス」では、ACTの内容を実際に示していこうと思う。 (図表 2
参照)。

ACTでは、次頁の図表 131の 目標観・能力観に立っている。この図表 1は、中学校用『ハン
ドブック』に載せられたものである。ここには、ACTの「目標」と、ACTで育成することの
できる「学習成果」が示されている。学習成果を「知識」「技能」「態度」の三つの視点から表

現する方法は、伝統的にアメリカ社会科で取られてきたものである。ここで用いる「技能」と

いう言葉は日本のそれよりも意味内容が広く、「問題解決能力」や「批半J的思考能力」等もその

中に含まれる。つまり、アメリカ社会科では「問題解決技能」や「批判的思考技能」という言

葉の使用が日常的になされているのである。

日標の一つ目の視点は、「サービス・ラーニング」が体験的な活動だけで成立するのではなく、

取り上げた課題に対する深い研究に基づいて成立することを示している。また、ACTが国家的
あるいはグローバルな規模での学習ではなく、コミュニティにおける学習に限定していること

も示している。第二の視点は、繰り返している通り、ACTが公共政策の研究に焦点を絞ってい
ることを示している。それは、次の「(2)ACTの学習プロセス」で紹介する、ACTの学習プロ
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セスからも理解できることである。そして、第二の視点は、「サービス・ラーニング」がアメリ

カ市民の個人主義化傾向に歯止めをかけることを目的として注目されたという事実に関連す

る。「コミュニティに奉仕すること」はアメリカ民主主義の根幹であり、したがつて、「サービ

ス・ラーニング」を通してアメリカ民主主義を再建しようとする意図が、「サービス・ラーニン

グ」の背景には存在するのである。

次に、具体的にACTがどのような構造になっているかを紹介する。生徒用『フィールド・ガ

イド』も教師用『ハンドブック』も、当然のことながら、両者ともに五つのステップより構成

される。なお、各ステップは「章」として示されている。つまり、第 1章は第 1ス テップを意

味する。

【図表 1】  ACTの日標と計画される生徒の学習成果

目標 :

ACTへの参加を通して、生徒は :
◆コミュニティについて学習し、また、コミュニティの状況を改善することに最も効果的である人 ・々プロ

セス・機関について学習する。  ,
◆政治生活とコミュニティ生活のあらゆる場面における政策立案プロセスに効果的に参加するために必要

な社会的・政治的・分析的技能を身に付ける。

◆共通善 (the commOn good)対 して生涯にわたって奉仕するという態度を彼ら自身の中にそして仲間の間

に育てる。

生徒の学習成果 :

上に述べられた目標に到達することで、ACTに参加する生徒は次の学習成果を獲得することができる。
知識 (Knowbdge)
生徒は :

◆有能で参加する市民の様々な特徴や行動を認識する。

◆彼らが生活するコミュニティが何であるかを明らかにし、それについて述べる。

◆地方の問題、そして、その地方の問題と州0国家ンベルの問題との関連性が何であるかを明らかにし、

それを定義し、それについて述べる。   ′
◆公共政策の開発・意味付け・評価に影響を及ぼす要素と機関を説明する。

◆一個人がコミュニティの諸問題を解決するのに役立つことができる様々な方法を知る。

技能  (Sk‖ ls)

生徒は :

◆効果的な質問を開発し、使用する。

◆多様な一次・二次資料から情報を獲得し、それを解釈する。

◆客観的妥当性・正確性・観点から情報を調査分析し、評価する。

◆社会諸問題の解決を援助する効果的な努力に情報を応用する。

◆個人的な行動の結果、そしてその行動に対する適切な文脈を評価する。

◆理知的で責任のある決定を下すために、批判的思考技能や倫理的推論を発達させ、それを使用する。

◆効果的で合理的な様式で理念・事実・意見を伝達するコミュニケーション技能を発達させ、それを使用

する。

◆他者と協同的に作業する。

◆個人的利益と共有された利益を効果的に擁護する。

態度 (Atltudes)
生徒は :

◆人間の多様性を認識し、尊敬する。

◆コミュニティの擁護者の役割において個人的政治的有効感を発達させる。

◆個人の権利と自由は責任よつてバランスが保たれるということを信じる。

◆サービスの価値とコミュニティに継続的に関与することの重要性をそれぞれ彼ら自身の中に育てる。
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第 1章のテーマは「あなたの生活している場所はどういうところか ?」 である。それは次の

ように説明される。「この章であなたはコミュニティの簡単な調査をする。あなたが生活する場

所の大きな絵を描くためにこの章を利用しなさい。あなたはまったく新しい方法であなたのコ

ミュニティを理解するだろう。あなたのコミュニティは単なる場所ではない。それは興味深い

人々、価値ある情報源、数多くの問題で満たされている。」生徒はコミュニティを調査し、コミュ

ニティが抱える課題とコミュニティが有する資源に関する情報を得る。

第 2章のテーマは「どんな問題が存在するか ?」 である。それは次のように説明される。「こ

の章であなたはあなたのコミュニティあるいは学校の諸問題についてより深く探求し、学習す

る方法を知る。刑事のように捜査するためにこの章を利用しなさい。問題の原因は何か ?それ

はどの程度深刻なのか ?われわれはそれに関して何かをすることができるのか ?」 生徒はアン

ケートやインタビューを行ない、コミュニティの課題を一つに絞り込む。その上で、その一つ

の課題に関する研究を進める。

第 3章のテーマは「誰が何をしているか ?」 である。それは「この章であなたは権力・政治・

計画・政策という本当の世界に引き込まれる。あなたのコミュニティでなされている物事に関

与している人々 (行政 0ビジネス・メディア・非営利団体に関与している人々)と連絡をとる
ためにこの章を使用しなさい。おそらく、彼らはあなたが感心のある課題を取り扱うことを援

助してくれる。」と説明される。生徒は選択した課題に対してどのような政策が考えられ、実施

されているかを、コミュニティで生活する様々な人々との話し合いの中で明らかにする。

第 4章のテーマは「あなたは何をすることができるか ?」 である。それは「この章であなた

は数多くの選択肢、あるいはコミュニティの出来事に対して活動的な役割を担っている異なる

方法を提示される。物事を引き起こすために有効な道具と情報の取り合わせをこの章で見つけ

なさい。」と説明される。生徒は自分たちにできる、課題解決の方法を検討する。そのために、

この章では、署名・プレゼンテーション等の様々な方法論が参考のために提示される。

第 5章のテーマは「あなたは何をするつもりか ?」 である。それは「この章であなたは計画
を立て、その計画を行動に移し、その行動を継続させる方法に関する知識を提供される。あな

たのACT計画を行動に移すためにこの章を利用しなさい。」と説明される。生徒は課題解決の
ためのプロジェクトを計画し、実施する。実施後にリフレクションを行なうのも、このステッ

プの重要な要素である。

(2)ACTの学習プロセス

ACTの実践は、上の五つのステップに沿って実践される。基本的に、ACTはグループ活動
として展開される。それは、大人の世界における「市民行動」が実際にはこのグループ活動の

形態を採るからである。同じ利益・関心を有する人々がグループを作り、公共政策を立案しな

がら、それを社会に提案していく。それが「市民行動」である。そのような社会で実際に役立

つ技能を、グループで活動しながら学び取っていくのが、ACTの特徴でもある。
五つのステップをさらに細分化した、実際のACTの内容を次に示す。(図表 2)。 180頁にも
及ぶ中学生用『フィールドガイド』を12頁程でまとめたので、多少分かりづらいところがある

かもしれないが、大まかな流れは掴めるだろう。これは一つの事例であり、ACTの中でも実際
にすべてこの通りに学習が進行するわけではない。しかし、「サービス・ラーニング」の全体像

を掴んでもらうためにも、また日本の「総合的学習の時間」の参考とするためにも、ここでは

多少長くなるが掲載したいと思う。
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【図表 2】  AC下 の学習プロセス

現在 1:あ なたのコミュニティを描くこと (The Present:Drawing Your Community)(あ なたのコミュニティを述べる一つ
の方法は、コミュニティの絵を描くことである。あなたはこれを一人であるいはグループ活動として行なうことができる。)

(1)リ ストを作りなさい。(あなたのコミュニティを構成するすべての事物のリストを作りなさい。)

υ)教具を用意しなさい。(マーカーと大きな紙を用意しなさい。)
0)描きなさい。(紙の上にコミュニティの絵を描きなさい。その際 Dの リストに含まれるすべての事物を描くこと。
また、見たり、聞いたり、感じたことを言葉として絵にカロえなさい。)

(4)新しい事物を加えなさい。(教室の壁にあなたの絵を貼りなさい。あなたの絵を他の人の絵と比較して、新たに加えるべ

きコミュニティの事物を探しなさい。そして、それをあなたの絵に加えなさい。絵を壁から剥がしたら、それをあなたの

ファイルに保管しなさい。)

現在 2:道順に沿って調査すること (The Present:Searching Along the Way)(あ なた達はそれぞれコミュニティの異なる
場所に住んでいるので、あなたと他のグループ構成員はおそらく家から学校まで異なるルートに沿って通学している。したがっ

て、あなた達はおそらくコミュニティの異なる形態を見ていることになる。それがあなた達の異なる見方 くdfferent pdnts of

vbw〉である。コミュニティのより大きな絵を描くために、家から学校までのあなたの見方と他のグループ構成員の見方とを結

合しなさい。)

(1)地図を見つけなさい。(教師からコミュニティの地図を手に入れなさい。その地図にはあなたの学校が含まれているべき
である。)

(2)あなたの学校とあなたの家を見つけなさい。(第 1に、地図の上にあなたの学校を見つけなさい。第2に、あなたの住んで
いる家を見つけなさい。第 3に、あなたが毎日通つている通学路を辿り、あなたの家とあなたの学校を結び付けなさい。)

(3)道順に沿って調査すること。(家から学校へあるいは学校から家へ調査する間、あなたは四方八方を見渡しなさい。そし
て、見た事物のリストを作りなさい。)

○ビジネス :異なる商店・レストラン・工場を探しなさい。

○問題 :あなたはどんな種類の問題を見つけましたか ?〈修繕を必要とする、乱雑に散らかっている、落書きのある、犯罪
が起こっている、貧困である、ホームレスが生活する通りを探しなさい。〉

○メディア :ラ ジオ塔とテレビ塔を探しなさい。書店や新聞販売店を探しなさい。

○政府関係者と政府関係機関 :市役所や図書館のような公共施設を探しなさい。警察官・消防署員・道路整備員を探しなさ

い 。

○異なる人々 :異なる年齢・人種・文化の人々を探しなさい。あなたは彼らをどこで見かけ、彼らについてどのように感じ

たか?

過去 1:写真による調査を実施すること (The Past:Ma‖ ng a PhotoSearch)(一枚の写真は1,000の言葉ほどの価値がある。
過去の写真を得るために学校とコミュニティを調査しなさい。できる限りたくさんの写真を集めなさい。)

(1)物理的な特徴。 (自然環境と人間が作り上げた環境の写真を探しなさい。)
○自然の特徴がコミュニティを形作つているか ?(ヒ ント:川・山・丘・湖・海を探しなさい。)
○人々はどんな特徴を作り上げたか ?(ヒ ント:橋・建物・道路 :水路・港・鉄道を探しなさい。)
(2)人々。 (コ ミュニティにかつて生活していた人々の写真を探しなさい。)
○そこにインディアンは生活していたか ?あなたは彼らの写真を発見することができるか ?

040年前の若者の写真を探しなさい。彼らはどんな衣服を着ていたか ?彼 らはどんな種類の音楽を好きだったか?
0 ビジネス (コ ミュニティの古い工場・ レストラン・商店の写真を探しなさい。)
○コミュニティにビジネス街と呼ばれる場所が存在するか ?それはどこにあるか ?ビジネス街の写真を探しなさい。
に)メ ディア (新聞社・ ラジオ局・テレビ局の形跡を探しなさい。)
020年前の新聞にはどんなニュースが印刷されているか ?40年前は ?100年前は?(ヒ ント:図書館で古い新聞を探しなさ

い 。)

(5)政府 (あなたの学校・市役所・消防署の写真を探しなさい。)
○公立学校第 1号はどこにあったか ?警察署は?市役所は

'

過去 2:歴史に関するインタヴュー (The Past:A Tal‖ ng History lntervbw)(コ ミュニティに長く住み続けている人々にイ
ンタビューしなさい。それは長ければ、長いほど良い。彼らはあなたが歴史の本で発見できなかった物語を話すことができる。

老人たちは過去についてたくさんのことを知っている。あなたには老人の知り合いがいるか。コミュニティについて知っている

人々を探すために次のことをしなさい。)

○学校を探しなさい。あなたの教師の中には20年以上教えている教師がいるか。

○あなたの家族に尋ねなさい。20年あるいはそれ以上過去のことを覚えているかもしれない。

○あなたの近所の人に尋ねなさい。

○商店や他のビジネスで働いている人々のうちの何人かは20年以上コミュニティで働き続けているかもしれない。

未来 :未来の学校を想像しなさい (丁he Future:lmagine a FutureSchool)(あ なたは未来を見ることができるタイムマシーン

を開発した時のことを想像しなさい。あなたの学校はどのようになっているだろうか。グループの構成員と一緒にブレインス

トーミングをしてみなさい。そして、あなたの学校の未来予想図を作り上げるために下の質問に答えなさぃ。)

(1)名前。(い くつかの学校はケネディ大統領やマーチン・ルーサー・キング牧師のような人々にちなんで名づけられている。)
○あなたは未来の学校をどのように名づけるか ?それはなぜか?

(2)人々。 (どんな年齢の集団が未来の学校に通学するか ?どんな種類の若者が通学するか ?)
○あなたは生徒がすべて同じであることを望むか ?あるいは、あなたは異なる年齢・文化・人種の生徒と一緒に学習し、生

活することを望むか ?それはなぜか?
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「サービス・ラーニング (Service‐ Learning)」 プログラムの開発原理
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演技者を調査すること (Searching fOr Phyer)(今 や主要な演技者を調査する時である。彼らは誰なのか ?あなたは彼らをど
こで発見することができるのか ?最も重要なこと、それは、彼らがそれらの問題について何をしているのか、ということである。
学校あるいはコミュニティの問題に関して作業している演技者を探すために、政府、地方ビジネス、メディア、非営利団体を見
なさい。そして、彼らに次の三つの質問をしなさい。すなわち、「学校あるいはコミュニティのある問題に関して何が為されて
いるか ?」「どんな計画あるいは政策がこの問題に関してなされているか ?」「他に誰がこの問題に関して作業しているのか。そ
して私は彼らををどのように知ることができるのか ?」、と。)
○政府。(政府の仕事は、決定を下し、人々にサービスを提供することである。政府は学校を援助し、またコミュニティを
生活に適した場所とすることを援助する。政府は一つの演技者となりうる。)
○ビジネス。(コ ミュニティなしに、ビジネスはビジネスの対象者を持つことができない。他の人々のように、彼らは魅力
のある環境で生活したいと思っている。ビジネスは市政府を支援するために税金としてたくさんのお金を納めている。彼
らはまたビジネス成長を援助したいと願う政治家たちを支援している。ビジネスは演技者である。)



「サービス・ラーニング (Service‐ Leaming)」 プログラムの開発原理

○メディア。(すべてのビジネスのように、メディアは人々に依存している。コミュニティなしに新聞は読者を持たないし、

ラジオやテレビは視聴者を持たない。しかし、メディアはまたある問題についての世論を形成することができる。メディ

アは演技者の一つである。)

○非営利団体。 (それは営利を目的とするビジネスとは異なる。教会は非営利団体である。ホームレスに食事を提供してい

るほとんどのグループは非営利団体である。人々にタバコを止めさせたいと思っているグループは非営利団体である。非

営利団体は演技者となる。)

主要な演技者 1:政府 (The Mayor Player:Government)(あ なたのコミュニティは国家政府、州政府、地方政府によって統
治されている。そしてあなたはおそらく二つの地方政府を持つている。一つは郡政府、もうひとつは町政府あるいは市政府であ

る。あなたの学校もまた一つの政府を持っている。外側から見ると、政府は非常に大きくそして非常に複雑に見える。しかしこ

れらの異なるすべての政府が学校あるいはコミュニティの問題に関してあなたを援助できる人々を有している。援助できる政

府の人々と接触するために、あなたは政府の構造を知る必要がある。政府の構造がどうなっているのか ?誰が法律を桶渦させる
のか ?決定を下すのは?政府がどのような形態となっているかを明らかにしなさい。)
○政府職員を探すこと。(選挙で選ばれた職員は演技者である。彼らはコミュニティの計画、政策を作るのを援助している。

彼らはあなたを援助することができる。選挙で選ばれた職員を探しなさい。それぞれの職員について次のことを調べなさ

い 。)

・名前

・彼あるいは彼女のオフィスの住所

・電話番号
0所属政治団体

○政府の職員と話すこと。(あなたは作業すべき学校のあるいはコミュニティの問題を選んだか ?も しそうだとするなら、

あなたは政府の職員と話す準備があるかもしれない。電話をかける前に、次の項目をチェックしなさい。)

・電話のために準備しなさい。 (電話する人を書き出しなさい。)

・質問のリスト作りなさい。 (同じ質問がないか確かめなさい。)

・良い時間を選びなさい。 (朝が良い時間の一つである。もし不在だったら、留守番電話にメッセージを残しなさい。)

・ はっきりと話しなさい。 (理解して欲しい、とあなたは願うだろう。)

・あなたは誰か ?あなたは何を欲しているのか ?(あなたが誰なのか、あなたの電話の目的が何かについてその人に伝え
なさい。)

・すでにあなたを援助している他の人の名前を伝えなさい。 (それは話しを進めやすくするだろう。)

・ ノートを取りなさい。 (も しあなたが話しを理解できないなら、その人に説明を求めなさい。そして、ノートを取りな

さい。)

・忍耐強く、礼儀正しくしなさい。 (コ ミュニケーションは難しいということを覚えておきなさい。忍耐強くあること。

あきらめるな。)

・感謝。 (援助するために時間を取らせたことに対してその人に感謝しなさい。)

○政府の職員を発見すること。 (電話帳の政府のページを見なさい。連邦政府、州政府、郡政府、市政府あるいは町政府の

下を見なさい。)

・選挙された州職員。 (「州政府オフィス」の下を見なさい。「上院」と「下院」を探しなさい。あるいは、州案内所に電

話しなさい。)
・選挙された郡職員。 (「郡政府オフィス」の下を見なさい。「郡執行者局」を探しなさい。さもなければ、郡案内所に電

話しなさい。)

・選挙された市職員。 (「市議会」のための「市政府オフィス」、あるいは人々が地方政府と呼ぶもすべてのものの下を見

なさい。もしあなたが電話帳に地方政府を発見することができなかったら、市庁舎に電話をかけ、情報を要求しなさ

い 。)

主要な演技者 2:ビジネス (丁he Mayor Player:BuJness)(ビジネスとコミュニティは依存じ合っている。コミュニティはビ
ジネスから仕事とお金を得ている。ビジネスは労働者と商品・サービスを売る場所とをコミュニティから得ている。ほとんどの

ビジネスはコミュニティで支援者を獲得するために一生懸命働いている。多くの演技者のように、ビジネスと政府は関連し合っ

ている。ビジネスの指導者の中には地方政府で働く者、あるいは選挙された政府職員がいるかもしれない。あるいは、選挙され

た政府職員と一緒に働いているかもしれない。ビジネスの人々はただ「ビジネスをする」だけではない。彼らの多くはコミュニ

ティの部分である。彼らの中には学校へ通う子どもたちを持っている者もいる。コミュニティの中で生活し、家庭を持っている

人間として、彼らはあなたを援助したいと思うだろう。)

○ビジネス集団を調査すること。 (キワニス・クラブ、ロータリー・インターナショナル、ライオンズ、商工会議所といつ

たグループを探しなさい。これらのグループはあなたを援助することに関心があるかもしれない。)

○ビジネス集団を発見すること。(ビジネス集団を発見するために、イエローページの中で、「商工会議所」「ビジネスと貿

易団体」「団体」「専門団体」の下を探しなさい。ビジネスサービス集団のために、イエローページの中で、「クラブ」「団

体」の下を探しなさい。あるいは、ホワイトページの中で、「ライオンズ」「キワニス」「ロータリー」の下を探しなさい。)

主要な演技者 3:メディア (The Mayor Piayer:Medb)(テ レビ局、ラジオ局、新聞社、雑誌社はすべてビジネスである。し
かし彼らは特別な力を持つたビジネスである。メディアは何が起こっているかをコミュニティの人々に伝える力を持っている。

新聞社、ラジオ局、テレビ局は広告を売ることによってビジネスでありうる。ラジオ局とテレビ局はコマーシャルを売る。新聞

と雑誌は紙面を売る。視聴者、読者はメディアにとって重要である。何が人々にテレビを見させ、ラジオを聞かせ、新聞を読ま

せるのか?メディアの記者は通常非日常的で常識はずれで恐ろしい話題を探している。そして、その話題は人々に見せたい、聞

かせたい、読ませたいものである。)

○テレビニュースを見ること。(テ レビをつけなさい。テレビ番組を見なさい。その番組ではコミュニティの計画あるいは

政府の政策について話しているか?彼 らはコミュニティの問題を述べているか?注意深くテレビ番組の内容を見なさ
い 。)
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・最初に何が放送されるか ?(最初のニュース内容は何か ?なぜそれが最初なのか ?)
・ それはどこのニュースか ?(それは地方の、州の、国家の、あるいは国際的な内容か ?)
・原因と影響。 (こ のニュースは問題の原因と影響について話しているか ?)
・何についてのニュースか ?(犯罪、自然災害、スポーツ等についてのニュースか ?)
・計画と政策。 (こ のニュースは問題を取り扱う計画あるいは政策について述べているか ?)
・ ビジュアル。 (ニ ュースの内容を分かりやすくするためにその番組はどのような写真・映像を提示しているか ?)

○メディア演技者を探すこと。(第 2章であなたは地方のメディアを調査した。おそらくあなたはニュース記者と会った。
あなたはメディアが持つ力を見た。人々に影響を及ぼすことができるように、メディアを利用しなさい。記者や編集者は、

もし聴衆に影響を及ぼすと考える記事ならば、そのニュースに関する情報を持つ人々に耳を傾ける。あなたとグループの

構成員は偉大な話題を持っている。)

主要な演技者 4:フト営利団体 lThe Mayor Player:Non‐ Profit Groups)(リト営利団体はビジネスとは異なっている。彼らはお
金を稼ごうとはしない。彼らは政府の部分ではない。しかし、非営利団体はコミュニティの計画や政策を作るのを援助する演技
者でありうる。いくつかの非営利団体は援助の必要のある人々を助けている。ある団体は教育に活動を絞っている。非営利団体
には次のようのものがある。例えば、ユナイテッド・ウェイ、ガールスカウト、シエラクラブ、Meals on wheds等である。
コミュニティの問題を取り扱っている非営利団体の演技者を探しなさい。)
○非営利団体を探すこと。 (こ こではいくつかの異なるタイプの非営利団体の事例をあげる。)
・「環境グループ」は動植物の健康に関して働いている。より小さな環境グループは地方の問題に焦点を合わせている。
・「労働組合」はときどきあなたの近隣の雇用を取り扱うコミュニティグループを含んでいる。
・「電話身の上相談サービス」は援助の必要のある人々を助け、彼らを援助できるサービス機関に関する有益な情報を掴
んでいる。
・「子どもと青年プログラム」はレクリエーション、カウンセリング、指導者制度 (mentoring)、 児童虐待と非行防止等
を提供する。
・「教会と宗教グループ」はときどきコミュニティに奉仕する。
・「他のサービスとボランティアグループ」には下のようなグループがある。
・「食べ物とシェルター」:援助の必要のある人々に住居と食べ物を提供するプログラム。
・「移民」:コ ミュニティヘの移民を定着させるプログラム。
・「老人」:老人にリクリエーション、法律、医療、栄養、カウンセリング、住居といったサービスを提供するプ
ログラム。
・「アルコールと麻薬の被害」:防止と取り扱いに関するプログラム。
・「女性」:レイプの犠牲、暴行を受けた女性、ホームレスの女性といった女性の危機を助けるプログラム.

政策の前と後 :七つの質問 (Pdty PrOs&Cons:Seven Ques■ Ons)
(1)こ の政策の目標は何か?(も しあなたがある政策が何をなすことになっているかを知っているなら、あなたはその成功あ
るいは失敗を予測することができる。)

(2)問題の原因と影響は何か ?(問題の原因は何か ?も しあなたが原因を知っているなら、あなたはその解決策を探すことが
できる。もしあなたがその影響を知っているなら、あなたはその問題がどの程度深刻なのかを知っていることになる。)

(3)こ の政策は問題の原因と影響を取り扱っているか ?(問題の原因を取り扱う計画は通常最も良く機能する。単に影響のみ
を取り扱っている計画は対処療法的である。それは傷を癒すのを助けるかもしれない、しかし、それは被害を受けること

からあなたを保護しない。)

(4)そ の政策が誰を支援するのか ?それで誰が被害を受けるのか ?(誰が支援を獲得し、誰が被害を受けるのかを明らかにす
ることは、政策の結果をあなたが理解するのを援助することができる。)

(5)そ の政策は使用される機会を持っているのか ?(誰がその政策に関する最終的な決定を下すのか ?彼 らはそれを支援す
るだろうか ?)

(6)そ の費用は適切か ?(政策遂行にかかる費用が適切かどうかを明らかにする最も単純な方法は、その便益と費用を計測す
ることである。)

・「便益」:例えば、30個の鮮やかに塗られたゴミ箱を設置することが公園のゴミ問題を解決するかもしれない。
・「費用」:例えば、公園をきれいにするために、30個のゴミ箱を600ド ルで買うことに価値はあるのか ?
・「副次的な効果」:例えば、もしあなたが公園をきれいにするなら、より多くの人がその公園を利用するだろう。しか

し、ある者は公園の清潔さを維持するためによリー生懸命に働かなければならない。それは結果的に高くつく副次的な

効果である。
・「費用に対する便益の重み付けをしなさい」:政策の便益と費用を列挙した後で、あなたはそれらに重み付けをしなさ
い。例えば、公園をきれいにすることは (ゴ ミ箱のために払われる)600ドルの価値があるか?

(7)も う一つの政策は何か?(コ ミュニティグループは実行可能な一つの計画をもっているにすぎないが、それが必ずしも有
効に機台旨するというわけではない。もしそれが有効に機能しないとするなら、あなたはどうする?第 4章ではそのことに
ついて触れる。)
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行動計画を立てなさい(Buitting an Ac■ on Phn)(グループで集まりなさい。あなたの行動計画は次の九つのステップに分け
られる。)

1 問題。(PrOblem):あ なたはどんな問題に関して作業したいのか ?(学校の隣りの空き地は雑草で覆われている。座るた
めの影や場所はないし、リクリエーションをする施設や設備も整っていない。)
2 目標。 (Goals):あ なたは何を達成したいか ?(空 き地を放課後の活動にとって安全で、注目を集め、有益な場所に変え
なさい。)

3 選択肢。 (Options):あ なたはどのようにあなたの目標を実現するつもりか ?(オ プション1:空き地を清掃するよう市
を説得しなさい。オプション2:異なる場所にレクリエーション領域を作りなさい。オプション3:学校あるいはコミュニ
ティプロジェクトとして空き地を清掃しなさい。生徒・親・教師・校長の調査はほとんどの人々が空き地を清掃することを

望んでいる。)

4 課題。 (Tasks):誰がどんな仕事を行なうか ?(仕事 1:空き地を清掃する許可を学校委員会に要求しなさい。仕事 2:
空き地を清掃するために労力と道具の寄付を地方のビジネスに要求しなさい。仕事 3:市公園局で放課後リクリエーショ
ン・ディレクターに会いなさい。)
5 スケジュール。(Timeline):そ れぞれの仕事にどれくらいの時間を費やすか ?(始めに何をするか ?次に?二番目に?そ
れぞれの課題にどれくらいの時間をかけるか ?)
6 パートナー。 (Partners):誰があなたを援助するか ?(学校委員会。コミュニティに住む公園デザイナー。不動産屋。
あなたのコミュニティ・プロジェクトに関する記事を書きたいと考える記者。放課後スポーツプログラムを実施したいと考
える教師。市議会のメンバー。)

7 障害物。(Obstacles):あ なたの仕事にはどんな障害物が存在するか ?(あ なたは何も変えることができないと考える子
ども。リクリエーション領域にお金を費やしたくないと考える学校委員会のメンバー。町の他の場所に公園建設を計画して
いる公園局の職員。)

8 評価。(Evaluation):あ なたはあなたの成功をどのように計測するか ?(あ なたはどのように行動しているか ?あ なたは
他の生徒・教師・親・学校委員会からの援助を獲得したか ?あなたは地方ビジネスからの援助を獲得したか ?)
9 運営費。 (Budget):それにはどれくらい必要なのか ?(あなたは目標を実現するためにどれくらいのお金を必要とする
か ?)
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行動を起こすこと1:基金調達 (Fund‐ Raigng)(あなたのプロジェクトは進行中である。無料で長い距離を進むことは可能で
ある。一緒に作業を進めながら、生徒は通常彼らが必要であることを手に入れることができる。おそらく文房具店はチラシに必

要な紙を寄付してくれるであろう。おそらくあなたの学校はイベントのために体育館を使用させてくれるであろう。あなたはコ

ミュニティにおいて清掃されることを必要とする空き地に関するビデオを製作したいと言つてみよう。あなたはどこでカメラ

を調達するか ?誰がテープのお金を出してくれる ?編集に必要なお金は ?コ ピーに必要なお金は?遅かれ早かれ、あなたはい

くらかのお金を必要とするだろう。ここでは基金調達のためのコツを述べる。)

○蓄えを守りなさい。(あなたはいくらお金を持っているか ?あなたは何のためにお金が必要か ?あなたはどれくらい必要

か ?)

○要求しなさい。 (も しあなたが要求しないなら、あなたは受け取ることはできない。会合で帽子をまわしなさい。ちらし

にあなたの住所を書きなさい。もしあなたはチラシを配っているなら、誰かが言うだろう。「私は援助したい。でも時間

がない。」通常あなたは言うことができる。「わかった。わたしたちは寄付を受け取る。」)

○それは価値があるか ?(あ なたの基金調達の努力は時間とエネルギーを費やす価値があると確信しなさい。)
○家に近いところから始めなさい。 (あ なたは誰を知っているか ?あなたの ACTプロジェクトにお金を与えるかもしれな
い友人や家族のリストを作りなさい。)

○あなたの目標を述べなさい。(人々はそれらのお金がどこで使われるかを知りたい。もしあなたがあなたの組織と目標を

述べている単純な陳述を持っているなら、あなたはお金を集め、同時にあなたのプロジェクトに関する言葉を広めること

ができる。)

行動を起こすこと2:基金調達イベント(Fund‐ Rabing Events)(帽子をまわし、ダンスあるいはコンサー トを開き、映画を上
映し、ウォーカソンをし、ガレージセールを行ない、車を洗い、ラッフルくじを売り、舞台を上演し、ビンやアルミ缶を売り、

Tシ ャツを売り…。基金調達イベントはとても楽しい。そしてそれは、あなたが ACTプロジェクトに関する言葉を広める絶好
のチャンスである。ここでは、見事な基金調達者となるためのコツを示そう。)

○前もって計画しなさい。 (あ なたはどれくらいお金を調達するつもりか ?あなたの蓄えを見なさい。)
○イベントを楽しみなさい。 (基金調達は大変な仕事である。あなたが楽しめるようなプロジェクトを選びなさい。)

○スケジュールを作りなさい。(課題と締め切りを決定しなさい。たくさんの時間を取りなさい。たくさんの仕事と不十分

な時間はパーティをだめにする。)

○費用を明らかにしなさい。 (非常にお金のかかる大きなイベントを計画するな。それはすべてのお金を食い潰してしま

う。)

○プロジェクトの予想と結果。(どんな種類のイベントが最も容易いか ?どんな種類のイベントが少しの時間で実行できる
か ?どんな種類のイベントがたくさんのお金を集めることできるか ?)

○新しい人々を引きつけなさい。(他の人々はあなたが何をしているか、なぜあなたがそれをするのかを知ることができる

か ?)

○関係を持ち続けなさい。(あ なたにお金を与えあるいはあなたの基金調達イベントに出席する人々のリストを保存しなさ

い。彼らに感謝しなさい。あなたは後で支援を彼らに求めるかもしれない。)

行動を起こすこと3:会合を開くこと(Conducung Meeung)(一 緒に作業する人々はアイデアを共有するために、計画を作る
ために、プロジェクトの進展を計測するためにミーティングを持つことを必要とする。あなたのミーティングは組織され、適切

な時に行なわれ、楽しまれるべきである。ここでは見事なミーティングを組織するコツを示す。)

○目標を決めなさい。 (ミ ーティングの目標あるいは目的は何か ?)

○言葉を広めなさい。 (チ ラシ、掲示板のポスターを利用しなさい。日時、場所が書かれているか確認しなさい。)

○人々にたくさんの時間を与えなさい。 (ミ ーティングを開くまでに、たくさんの時間を与えなさい。)

○あなたはどんな材料を必要とするか ?(十分なイスとチラシがあるか確認しなさい。誰がそれらを用意するのか ?)
○議題を作りなさい。 (議題はあなたがミーティングで話し合う必要のある話題のリストである。)

○リーダー。 (リ ーダーは議題を参照しながらミーティングを進める。リーダーはすべての者が参加できる機会を作りなさ

い 。)

○あなたはアドバイザーを欲しいか ?(大人はアドバイスを与えることによってあなたを援助することができる。)
○あなたはどのように決定するか ?(小集団では、すべての人が同意するまで決定に関する議論が継続される。あるいは、
多数決で決定する。)

○終わりの時間を決める。(終わりのないミーティングほど悪いものはない。それぞれのトピックに費やす時間を制限しな

さい。)

○議事録。 (何が起こったかを忘れないように、誰が何を言ったかを記録しなさい。)

○部屋をきれいにして去りなさい。 (部屋を汚いままで去ることはあなたのグループに悪い印象を与えることになる。)

集団の葛藤を解決すること (ResoMng Group Confltts)(人 間は激しく働 くことで、時々、お互いに神経質になる。葛藤は楽

しくない。しかしそれは生活上で現実に生じる。あなたはそれを良いコミュニケーションで解決することができる。ここでは葛

藤を解決するための提案を示す。)

○問題を取り扱いなさい。 (あなたは問題を共有することができる。それを解決するために一緒に作業しなさい。)

○共通の理由を探しなさい。(両者は何を欲しているのか ?論争を解除するためにお互い進んでなすことのできる三つを上

げなさい。)

○「あなた」の代わりに「私」を利用しなさい。 (「私は私が考えていることを言いたい」は「あなたは私に何も言わせない」

よりも良い作業である。)

○他者のために話すな。 (も しあなたが誰か他の人について話しているなら、止めなさい。)

○裏面を見なさい。(他者の見方を理解しようとしなさい。最も良い方法は他者が何を欲しているのかを質問することであ

る。)

○あなたが意味することを言いなさい。 (あなたが選択した言葉の意味を明確にしなさい。)

○注意深く聞きなさい。 (あなたが議論において話す前に、他者が言ったことを繰り返すようにしなさい。)

○それを紙の上に書きなさい。 (あなたは物事を書き留める時、あなたはあなたの考えを明確にしなさい。)
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また、次に示すのは、第五章において具体的な行動を行なう前に作成される「行動計画書」

の内容である。

○あなたの創造力を働かせなさい。(問題を解決するのには多くの方法が存在する。)

評価とリフレクション (Evaiuauon&Refねction):(あなたが ACTプロジェクトに関して作業している間、立ち止まり、あな
たがしていることについて考えることが重要である。あなたがしていることを注意深 く眺めなさい。評価はあなたが問題を正確
に把握し、良い計画を立て、経験から多くを得ることを援助する。評価することとリフレクションすることを、プロジェクトの

終わりまで待ってはいけない。この重要な過程は、すべての主要な活動とイベントの後で起こるべきである。それは三つの段階
を含んでいる。第一に、あなたの方法を評価すること。第二に、あなたが遂行したことを評価すること。第三に、あなたが学習
したことを振り返ること。ここでは、あなたが為していることを評価するためのコツを示す。)
○評価基準を創造すること。 (あなたの進歩を計測するのに、あなたは「活動後」の断片を比較するためにも「活動前」の

断片を必要とする。)

○あなたの行動の軌道を維持しなさい。(どれくらいあなたは会合を持った ?どれくらいの人が出席した ?どれくらいの生
徒をあなたは指導した ?どれくらいの時間をあなたは費やした ?これらの数はあなたが進歩を測定するのを援助するだ
ろう。)

○あなたの進歩を記録しなさい。(あなたの行動を記録するために、ビデオとカメラを利用しなさい。あなたのグループファ
イルにあなたの行動を書き出しなさい。あなたの目標と計画のチェックリストを作りなさい。)
○比較しなさい。 (あなたは比較することによってあなたの進歩を計測することができる。例えば、もしあなたが学校の近
くの落書きを消そうとしたなら、あなたは同じ問題を持った町内の他の場所とその壁を比較することができる。)
○毎日ACTジ ャーナルを書きなさい。 (あ なたがしたこと、感じたことを書き出しなさい。)
○あなた自身を表現しなさい。(あなたの ACTプロジェクトについて考える時間を作りなさい。どのように、なぜ、あなた
は含まれたのか ?あ なたは何を学んだのか ?これらはあなたの個人的な思考である。あなたはそれらを共有することが
できる。)

○「客観的な目」を探しなさい。 (信頼の置ける大人あるいは友人からあなたの ACTプロジェクトに関するコメントをもら
いなさい。)

【図表 3】 行動計画書

(それぞれのステップの質問に答えなさい。)

ステップ 1:問題
I.あ なたが選んだ問題は何か ?それを一文で述べてみなさい。
H。 その問題はコミュニティにどのような影響を及ぼしているか ?それはどの程度深刻か?
Ⅲ。どのような個人あるいはグループがもっとも大きな影響を受けているか ?

Ⅳ .コ ミュニティの人々はその問題に関して何をしているか ?政府、ビジネス、非営利団体を含めて考えてみなさい。彼らの計
画あるいは政策は機能しているか ?なぜか、あるいはなぜそうでないのか?

ステップ 2:目標
あなたのプロジェクトの目標は何か ?それぞれの目標を手短に、単純に書くことを試みなさい。

ステップ 3:選択肢
1。 あなたの選択肢を評価しなさい。
A.問題に関して作業することに対してあなたはどのような選択肢を持っているか?
B。 これらの選択肢のうちどれが最も良く機能するか?

C.こ れらの選択肢のうちどれがあなたの資金との関係で最もよく機能するか ?あなたはどれくらいの時間・資金・材料を
持っているか ?どれくらいの協力者やパートナーをあなたは持っているか?

2。 これはあなたの計画である。日標達成のために必要な基本的なステップを書き出しなさい。

ステップ 4:課題
1.プロジェクトを遂行するためにあなたはどのような課題を遂行しなければならないか?ミ ーティング、調査、情報収集、調
整すること、許可を得ること、場所を探すこと等の課題を含みなさい。
2.そ れぞれの課題を誰が行なうのか?

ステップ 5:スケジュール
誰がそれぞれの課題を遂行するのか ?どの課題を第一に行なうのか ?誰がそれらを行なうのか ?締め切り日はいつか ?誰が、
何を、いつまでに行なうかを明らかにしなさい。

ステップ 6:パー トナー
誰があなたのプロジェクトを支援するのか ?政府、ビジネス、プト営利団体、メディア、他のコミュニティのメンバーに注目しな
さい。
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ステップ7:障害物
何一あるいは誰―があなたのプロジェクトの成功にとって主要な障害物となっているか ?

ステップ8:評価計画
あなたはプロジェクトの成功をどのように計測するのか ?

ステップ9:運営費
どのような資源 (人々、お金、技能、材料)をあなたがプロジェクトを実行する際に必要となるだろう?あなたはどこでどのよ
うにこれらの資源を手に入れるのだろか?供給源、材料、そして、あなたがそれぞれの項目のためにどれくらいのお金が必要か
を列挙しなさい。あなたはこれらの要求にどのように対応するのか ?

さらに、次に示すのは、第五章の最後に示した、「評価とリフレクション」場面において、生

徒が不U用する表である。この表を参考にしながら、生徒はリフレクションを行なう。なお、リ

フレクションは、活動の最後のみに実施されるものではなく、日常的・継続的に行なわれるも

のである。このリフレクションの視点が、「サービス・ラーニング」の特徴でもある。

【図表 4】 評価とリフレクション

(それぞれのセクションの質問に答えなさい。)

1。 あなたの行動計画
これはあなたが目標を達成するために使った方法について考える機会を提供する。グループで、以下のことについて議論しなさ
い 。

(1)あなたの計画はどれくらい良く実施されたか ?あなたの課題は目標を実行したか ?あなたとグループの他の構成員は課
題に対して十分な時間を費やしたか、他の課題に関しては不十分であったか ?あなたは何かを除外したか ?あなたはより
良く計画できたか?

(2)あなたとグループの構成員はチームとしてどれくらい良く作業できたか ?あなたはチームワークをどのように改善する
ことができたか ?

(3)あなたはどのような問題に直面したか ?あなたはそれをどのように解決したか ?

2.結果を評価すること
(1)あなたの目標を見なさい。あなたはそれらを実行したか ?あなたのプロジェクトあるいは活動は意味のあるものだった
か ?どのように ?結果は長く継続するだろうか?
(2)あなたはあまりに激しく作業しなければならないので、日標を達成することができなかったか ?なぜ、あるいはなぜそう
でないのか?

(3)も しあなたが再びやり直さなければならなかったら、あなたは異なった何をするだろうか?

3.あなたは何を考えているか ?
一人の時間を取りなさい。下の質問の答えを書き出しなさい。

(1)あなたはこのプロジェクトの結果として変化したか ?どのように?
(2)あなたは何を学んだか ?このプロジェクトに関して作業することによってあなたはどのような新しいアイデアあるいは
知恵を得たか?

(3)あなたはこのプロジェクトのために未来において何をするだろうか?

4.轟
ACTグループの構成員とペアになりなさい。下の質問について議論し、答えを書き出しなさい。大きなグループに戻り、あな
たの答えを共有し、議論しなさい。

(1)あなたの計画はどの程度効果的だったか?
(2)あなたはどのような問題に直面したか ?あなたはそれらをどのように解決したか ?
(3)チームとしてのあなたのグループ作業はどうだったか ?あなたはチームとして作業することについて何を学んだか?
(4)あなたは達成したか ?まだ何かなされる必要があるか?
(5)あなたはその問題にどのようなインパクトを与えたか?
(6)コ ミュニティについてあなたは何を学んだか?
(7)あなたは問題の原因と結果について何を学んだか?
(8)も しあなたがこの問題に関して再び取り組むことになったら、あなたは何をするだろうか ?
(9)あなたは前に進むためにどのような計画を立てるか ?あなたの次のステップは何か?
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5 おわりに ～ACTの意義と限界～
ACTは一種のマニュアル本である。それは、生徒がそして教師が「サービス・ラーニング」
を展開する際に利用する手引書である。生徒は常に『フィールド・ガイド』を脇に抱え、学習

を進める中で必要となった場合にはそれを利用する。また、教師は生徒用『フィールド・ガイ

ド』と教師用『ハンドブック』を参考にしながら、必要に応じて生徒に適切な助言を行なう。

つまり、ACTが意図するのは、学習の焦点を「政策立案」に絞り、そのために必要な知識・技

能を系統的・組織的に生徒に学習させるところにある。このような学習の系統化・組織化に対

しては、「それは生徒の学習を方向付けるものである」という批判が予想される。しかし筆者は

そのようなマニュアル本が必要であると考えている。生徒と教師が学習を進める中で常に参考

にする、そのような手引書が必ずや生徒の学習を充実としたものにするだろう。

最後に、ACTの限界について述べておきたい。それは、第一に、ACTが社会科カリキュラ
ムとして開発されているために、他の教科 (数学や音楽等)の視点をACTに取り入れることを

困難にしているということである。中学校は教科担任制になるために、教科の縄張り意識が強

い。そのような意識を崩し、学際的な教師のチームによって学習を進めるところに「サービス・

ラーニング」の一つの意義がある。そのような意味において、ACTを学際的カリキュラムとし
て実践していくのにはさらなる工夫が必要である。第二に、ACTでは学習を政策作成プロセス

に限定して議論しているので、他の体験的な活動を導入することが難しいということである。

例えば、「ものを作る」とか「動植物を育てる」といった活動は、その作業自体に価値がある。

それは政策の問題に関連付けなくとも成立する学習である。そのような学習を認めていくこと

は、ACTでは困難だろう。

【註】
l ACTでは,「サービス・ラーニング」に関する様々の定義を参考にしながら,「『サービス・

ラーニング』プロジェクトのためのガイドライン (Guidelines for SeⅣ ice―Leaming Pro‐

jects)」 として,「サービス・ ラーニング」を次の六つの特徴から捉えている。

◆効果的な「サービス・ラーニング」は実際の経験を通して学問的な学習を強化する。

◆効果的な「サービス・ラーニング」は学校あるいはコミュニティの諸問題を研究すること

を含む。

◆効果的な「サービス・ラーニング」は学校あるいはコミュニティに存在する現実の諸問題

に対応するプロジェクトを開発することを含む。

◆効果的な「サービス・ラーニング」はそのプロセスのあらゆる側面に青年を含む。

◆効果的な「サービス 0ラーニング」は学校とコミュニティの内だけでなく、学校とコミュ

ニティの間に問題解決的なパートナーシップを建設する。

◆効果的な「サービス・ラーニング」は為したこと・見たことを考え・話し0書 くことへと

生徒を導くリフレクションの時間を含む。
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